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［ 公 示 ］ 

本競技会は、一般社団法人日本自動車連盟（以下「ＪＡＦ」という）の公認のもとに、ＦＩＡ国際モータースポーツ競技規則および

その付則に準拠したＪＡＦの国内競技規則とその細則、2026 年日本ラリー選手権規定、ラリー競技開催規定および 2026 年ＪＭＲＣ九

州ラリー統一規則、TOYOTA GAZOO Racing Rally Challenge 2026 シリーズ規則書及び本競技会特別規則に従い開催される。 

 

第１条 プログラム 

参加申込期間 
選手権クラス 2026 年 5 月     9 日（土） 5 月  26 日（火） 

TGRRC クラス  2026 年 5 月   16 日（土） 5 月  26 日（火） 

参加申込先 
選手権クラス 九州選手権クラス 大会事務局 

TGRRC クラス  TGRRC クラス TGRRC2026 シリーズ規則書に準ずる 

 

2026 年 6 月 13 日（土） 時間 場所  

サービスパークオープン 10:00 ～ 18:00 王仁博士顕彰公園駐車場  

HQ 開設時間 10:00 ～ 18:00 王仁博士顕彰公園休憩舎  

TGRRC ラリーマナー講習 10:30 ～ 11:00 HQ  

公式掲示板    Sportity（電子掲示板）  

ロードブック発行 11:00 ～  HQ  

TGRRCC レッキ受付 11:00 ～ 11:30 HQ  

TGRRCC レッキ 12:00 ～ 15:00   

選手権公式受付 12:00 ～ 13:00 HQ  

選手権公式車検 12:10 ～ 13:40 王仁博士顕彰公園駐車場  

サービス受付 13:00 ～ 15:00 HQ  

選手権 レッキ 14:00 ～ 17:00 王仁博士顕彰公園駐車場  

TGRRCC 公式受付 14:30 ～ 15:30 HQ  

TGRRCC 公式車両検査 14:40 ～ 16:00   

第１回審査委員会 16:00 ～  HQ  

スタートリスト公示 17:00   Sportity（電子掲示板）  

 

2026 年 6 月 14 日（日） 時間 場所  

サービスパークオープン 6:30 ～ 18:00 王仁博士顕彰公園駐車場  

HQ 開設時間 6:30 ～ 18:00 王仁博士顕彰公園  

公式掲示板    Sportity（電子掲示板）  

選手権 レグ１スタート 8:30 ～    

TGRRCC   開会式/ブリーフィング 9:15 ～  HQ 前  

TGRRCC   レグ１スタート 10:00 ～  王仁博士顕彰公園駐車場  

選手権ラリーフィニッシュ 

(先頭車) 
14:50 予定  王仁博士顕彰公園駐車場 

 

選手権  暫定結果発表 15:00 予定  Sportity（電子掲示板）  

選手権  正式結果発表 15:30 予定  Sportity（電子掲示板）  

選手権  表彰式 15:30 予定  王仁博士顕彰公園 百済門前  

TGRRCC ラリーフィニッシュ 

(先頭車)  
15:40 予定 

 
王仁博士顕彰公園駐車場 
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TGRRCC 暫定結果発表 16:00 予定  Sportity（電子掲示板）  

TGRRCC 正式結果発表 16:30 予定  Sportity（電子掲示板）  

TGRRCC 表彰式 16:30 予定  王仁博士顕彰公園百済門前  

＊14 日（日）選手権クラスのブリーフィングは実施しない。電子掲示板に資料添付のみ。 

＊TGRRCクラスで指定ステッカーを持っていない場合は公式受付で配布する。 

第 2 条 競技会の名称 

2026 年ＪＡＦ九州ラリー選手権第３戦  

2026 年ＪＭＲＣ九州ラリーチャンピオンシリーズ第３戦 

TOYOTA GAZOO Racing Rally Challenge 2026 Cup in 神埼・吉野ヶ里 

「第３８回ＦＭＳＣマウンテンラリー２０２６」 

第３条 競技会の格式 

ＪＡＦ公認国内競技   公認番号：２０２６-５１０５ 

第４条 競技種目 

ラリー競技開催規定細則：スペシャルステージラリー開催規定に従ったスペシャルステージラリー 

第５条 開催日程及び競技開催場所 

開催日程 ２０２６年６月１３日（土）～１４日（日） 

開催場所 佐賀県神埼市・吉野ヶ里町の一般道及び占有道路 

ラリースタート/ラリーフィニッシュ  

王仁博士顕彰公園 〒842-0121 佐賀県神埼市神埼町志波屋８１３−６ 

第６条 競技会本部（ＨＱ）/サービスパーク 

王仁博士顕彰公園 〒842-0121 佐賀県神埼市神埼町志波屋８１３−６ 

開設日時   ６月１３日（土）１０：００～１７：３０ 

６月１４日（日） ６：００～１８：００ 

第７条 コース概要 

 選手権/オープンクラス TGRRC クラス（OPEN） 

スペシャルステージ路面 舗装 9.9 ダート 0.1 舗装 9.9 ダート 0.1 

総走行距離 129.79Ｋｍ 111.08Ｋｍ 

スペシャルステージ総距離 25.364Km 20.47 Km 

スペシャルステージ本数 6 本 ５本 

レグ/セクション数 １/2 １/2 

第８条 オーガナイザー 

主 催 JAF 加盟クラブ 福岡モータースポーツクラブ（ＦＭＳＣ） 

代表者 星野 元 

所在地 〒818-0004 筑紫野市吉木 1611-1 Ｊ＆Ｓモータースポーツ内 

ＴＥＬ 092-980-7412   ＦＡＸ 092-980-7180 

Ｅmail fmsc＠outlook.jp 
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第９条 組織 

９．１ 大会役員 

大 会 会 長 TBA 

９．２ 大会組織委員会 

組織委員長 星野 元 

組 織 委 員 三原静二  引間知広   秋竹 純 

９．３ 競技会役員 

９．３．１ 大会審査委員会 

審査委員長  佐藤 裕（JMRC 九州派遣）  審 査 委 員 今村淳一（組織委員会任命） 

９．３．２ 競技役員 

競 技 長 星野 元     副 競 技 長 三原静二 

コース委員長 引間知広     計 時 委 員 長 福島一也 

技 術 委 員 長 平田浩一     大会医師団長 紙谷孝則 

救 急 委 員 長 山﨑裕子     事 務 局 長 秋竹 純 

９．３．３ コンペティター リレーションズ オフィサー  

C R O 早田 卓    行動スケジュールの詳細は細則５に記載 

第１０条 参加申込期間 

参加申込期間 
選手権クラス 2026 年 5 月     9 日（土） 5 月  26 日（火） 

TGRRC クラス  2026 年 5 月   16 日（土） 5 月  26 日（火） 

第１１条 参加申込み及び問合せ先 

１１．１ TGRRC クラス参加申込及び問合せ先 

TGRRC2026 シリーズ規則書第１４、１５、１６、１７条に従い下記へ参加申込みを行うこと。 

【TGRRC 事務局】 

〒355-0225 埼玉県比企郡嵐山町鎌形１６０７−７ TEL 0493-61-1185 FAX 0493-61-1186 

URL http://toyotagazooracing.com/jp/rallychallenge/ 

＊電子車検証の車両においては申込時に車検証に代えて、「自動車検査証記録事項」を提出すること。 

１１．２ 選手権クラス参加申込及び問合せ先 

【第３８回ＦＭＳＣマウンテンラリー２０２６ 大会事務局】 

〒８１８−０００４ 筑紫野市吉木１６１１−１ Ｊ＆Ｓモータースポーツ内 

電話 ０９０−３１９４−０３８０   Email  fmsc@outlook.jp 

提出書類 

下記①～⑧の必要書類を記入し、本特別規則第１１条.２の大会オーガナイザー宛に電子メールで申

込み、 参加料は下記の口座に選手名で振り込むこと（手数料は自己負担）。 

・メール送信や振り込みに対応出来ない場合は、事務局に問い合わせること。 

① JMRC 九州統一参加申込書（必ず PDF に変換した上で添付すること。写真は不可） 

② ドライバー、コ・ドライバーの運転免許証・競技ライセンス・共済カード（両面）/スポーツ保険
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加入証のコピー 

※マイナ免許証の場合は事前に事務局へ問い合わせること 

③ 自動車検査証の写し 電子車検証の車両は「自動車検査証記録事項」を提出すること。 

④ コースレッキ参加申込 

⑤ 参加料等の口座振り込みを証明するもの 

⑥ 当ラリー競技会に有効な保険加入証または JMRC 九州ラリー特約保険の加入申込書 

（ラリー特約保険に加入する場合は、参加申込前にドライバー、コ・ドライバーとも各自 JMRC 九州共

済会及びスポーツ保険に加入済みであること） 

⑦ 入金明細書 

⑧ サービス登録用紙 

⑨ 当日提出書類（メール添付不要） 

・誓約書 公式受付時に署名したものを提出 

《 振込先 》 

振込口座  佐賀銀行 那珂川支店 （普）１０６７３１１  

振込名義     福岡モータースポーツクラブ  会長 星野 元 

１１．３ 参加料等 

１）TGRRC クラス 

 TGRRC2026 シリーズ規則書に準ずる 

・消費税・レッキ参加料・14 日昼食代を含む 

・競技車１台につき１区画スペース付き 

２）選手権クラス 

消費税・レッキ参加料・競技車１台につき１区画スペース付き 

・RH１，２，３，４クラス １台 ４８，０００円 

・RH５，６クラス     １台    ３８，０００円 

・オープンクラス                     １台    ３８，０００円 

選手権クラスについては、ＪＡＦ九州地域クラブ協議会会則第１６条、ＪＭＲＣ九州ラリー

チャンピオンシリーズ規定フレッシュマン規定細則、および付則規約第４条-２に基づき、該当

者は参加料が減免される。なお、学生については同規約第４条-５に準ずる 

３）その他（TGRRC クラス/選手権クラス） 

 サービススペース登録料 １区画=2.5M×5M（12.5 ㎡）      ５，０００円 

・パーク内はスペースに限りがあるため、サービス車両登録は１クルーにつき１スペースのみ 

とする。 

・車両の登録がない場合、１４日（日）はサービスパーク内への駐車はできない。 

*TGRRC クラスは、エントリーが確定した後、登録選手名で直ちに第１１条.２の記載先に振込むこと 

第１２条 参加受理後のクルーおよび参加車両の変更 

TGRRC クラスは、TGRRC2026 シリーズ規則書第２０条参加申込の受理・参加の拒否に準じ、

コ・ドライバーを変更する場合、変更手数料として最大 ４４，０００ 円(税込)を支払うこと。 

選手権クラスのコ・ドライバー及び参加車両の変更は、公式受付終了までに理由を付した変更届を
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提出すること。なお参加クラスの変更を伴う参加車両変更は認められない。 

第１３条 保険 

２０２６年日本ラリー選手権規定第１８条に基づき、ラリー競技に有効な対人賠償保険ならびに搭乗

者保険（１，０００万円以上）への加入、またはＪＭＲＣ九州共済会とスポーツ保険に加入（ドライ

バー、コ・ドライバー共にＪＭＲＣ共済への加入が義務）し、かつラリー特約に加入していること。 

TGRRC クラスついては、TGRRC2026 シリーズ規則書に従うこと。 

第１４条 音量規制 

マフラーの変更は認めるが、音量は９５ｄｂ以下とする。（ＲＰＮ車両のマフラー変更は認められない） 

第１５条 参加台数 

本競技会の総参加台数は合計９０台までとする。 

第１６条 クルー（ドライバー、コ・ドライバー）の遵守事項 

本競技会で案内する「トラッキングアプリ」の起動をレッキ走行時から義務付ける。また、スター

トリストで指示されたスタート時刻以降はサービスの時間中を除き、競技フィニッシュまで常にアプ

リを起動すること。 

第１７条 レッキの実施方法 

１７．１ レッキ受付日時・場所 ６月１３日（土）HQ 王仁博士顕彰公園 

【TGRRC クラス】  

受 付    １1：0０～１1：３０     レッキブリーフィング   １1：４０（ＨＱ前で実施） 

レッキ １2：0０～１5：００ 

【選手権クラス】  

受付      １2：３０～１３：３０      レッキブリーフィング  １３：４５（ＨＱ前で実施） 

レッキ  １４: ００～１７：００ 

１７．２ ＳＳ走行回数 

・TGRRC クラス、選手権クラスともに２回走行 

なお、ＳＳＳは１４：００～１５：００の間に徒歩でレッキを実施すること。 

１７．３ 遵守事項 

TGRRC クラスは、TGRRC2026 シリーズ規則書第２９条に従う。 

なお、受付時に配布するレッキ指示書に従い注意事項を遵守すること。レッキの間、車両の指定位

置にレッキゼッケンを貼付すること。 

第１８条 参加車両検査（公式車検）/ゼッケン・スポンサーマークの指定 

※電子車検証の場合は当日「自動車検査証記録事項」を持参し、それを持って公式車検を受検する

こと。 

全ての競技車両は、本規則に定めた時間内に公式車両検査を受けなければならない。車両検査結

果が不適当と判断された車両および競技参加者は、本競技会に参加できない。公式車検は公式受付

後、指定されたサービススペースにおいて実施する。 



 

6 

 

１８．1 公式車両検査後及び競技終了後、完走した車両は入賞者の再車検終了までオーガナイザー

が指定した場所で車両保管される。オーガナイザーの許可なしに車両の移動、調整、修理等はでき

ない。 

１８．2 参加車両はオーガナイザーが決めたゼッケン・ステッカー等を指定の位置に貼付する事。 

１８．3 参加者は、競技の最終タイムコントロール通過後直ちに競技車両を車両保管場所に進入さ

せ、下記の確認（再車両検査）を受けること。 

・出走前に公式車両検査を受けた車両と同一であること。 

・罰則の対象となる要因の有無。 

・マーキングや封印等を実施した場合は、それが保持されているかどうかの確認。 

・参加者は技術委員長の求めがあれば、各自の参加車両が車両規定に適合している旨を証明する為、

車両規定に定める証明資料等を提示証明しなければならない。 

・競技会審査委員会又は競技会技術委員長が必要と判断した場合、もしくは抗議の内容により必要

と判断される場合オーガナイザーは分解を伴う再車検を行う。この際、必要な人員・部品工具等の

費用は当該参加者の負担とする。 

第１９条 タイヤ・ホイール 

選手権クラスは、２０２６年ＪＭＲＣ九州ラリーチャンピオンシリーズ車両規定 ②タイヤ・ホイー

ルに準ずる。TGRRC クラスは TGRRC2026 シリーズ規則書第 80 条に準ずる。なお本数の制限は無

しとする。 

第２０条 タイムコントロール 

２０．１公式時刻は、日本標準時（JST）を基準とした競技会計時委員の計時による。 

２０．２選手権クラス、TGRRC クラスともに本競技会の最終ＴＣは早着ペナルティの対象としない。 

第２１条 スペシャルステージ（スタート及び計時） 

スタートはスタートリスト順、又は直前のＴＣ通過順に１分間隔とする。ただし、競技者の安全確保

のため、競技委員の判断により１分以上の間隔にすることができる。 

２１．１自動計測器を使用し、１／１０秒まで計測する。 

２１．２スタートは原則スタートリスト順または直前のＴＣ通過順に１分間隔とする。 

２１．３スタートの方法および合図は、ラリー競技開催規細則：スペシャルステージラリー開催規定

２９条．６．７．８に従って行い、本特別規則細則２に示すカウントダウンシステム（フライングチ

ェック機能も含む）を使用する。 

第２２条 整備作業の範囲 

整備作業を行うことができる者は、当該車両のクルー及び登録されたサービスメンバーのみとする。

整備作業内容は整備作業申告書を技術本部に提出の上、技術委員長の監督下において定められた場所

でのみ認められる。なお、整備作業の範囲は以下の通りとする。 

・タイヤ交換     ・ランプ類のバルブ交換   ・点火プラグの交換  
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・Ｖベルトの交換  ・各部点検増締め  

２２．１整備作業実施後は、技術委員長の確認を受けるものとする。 

２２．２整備作業の実施にあたっては、他の通行及び作業員の安全確保に十分留意して行うこと。 

第２３条 賞典 

・選手権クラス            １位～３位 ＪＡＦメダル、副賞 ４位～６位 副賞 

・オープンクラス        １位～３位 副賞 

・TGRRC クラス TGRRC2026 シリーズ規則書に準ずる 

※参加台数の少ないクラスにおいては賞典を制限する。 

第２４条 参加車両 

地方選手権（九州ラリーチャンピオンシリーズ）に参加できる車両は、２０２６年日本ラリー選手権

規定第１３条に従った車両であること。ＲＨ１クラスの過給機付き車両はエアリストリクター（内径

３３ｍｍ）の装着を義務付ける。ＲＰＮ車両の年次制限は行わない。 

選手権オープンクラスに参加できる車両は、２０２６年ＪＡＦ国内競技車両規則第２編ラリー車両規

定に従った車両とする。 

第２５条 クラス区分 

２５．１九州ラリー選手権・九州チャンピオンシリーズ 

ＲＨ１クラス 気筒容積 ２，５００ｃｃを超えるＲＪ、ＲＦ、ＲＰＮおよび気筒容積区分なしの 

ＲＲＮ車両 

ＲＨ２クラス 気筒容積 １，５００ｃｃを超え２，５００ｃｃ以下のＲＪ、ＲＦ、ＲＰＮ車両 

ＲＨ３クラス 気筒容積 １，５００ｃｃ 以下のＲＪ，ＲＦ車両 

ＲＨ４クラス 気筒容積 １，５００ｃｃ 以下の２輪駆動のＲＰＮ車両 

ＲＨ５クラス 気筒容積    １，５００ｃｃ を超えるＡＴ限定(駆動方式は問わない)の ＲＪ、ＲＦ、 

                 ＲＰＮ車両 

気筒容積  １，５００ｃｃ 以下の AT 限定の後輪駆動・４WD のＲＪ、ＲＦ、ＲＰＮ

車両、およびＲＨ６クラスに含まれないＡＥ車両(ＡＴに限らない) 

ＲＨ６クラス 気筒容積 １，５８６ｃｃ 以下のＡＴ限定前輪駆動の RJ、RF、RPN 車両、および 

気筒容積 １，８００㏄以下のＡＴ限定 AE 車両(HEV・PHEV は AE 車両に限る) 

２５．２選手権オープンクラス ：排気量・駆動方式区分なし 

２５．３ＴＧＲＲＣクラス：TGRRC2026 シリーズ規則書に準ずる。 

第２６条 参加資格 

２６．１クルーは競技中に有効な１，０００万以上の傷害保険または、ＪＭＲＣ九州が発給した当該

年度有効のメンバーズカードを所有し、スポーツ保険に加入していること。 

２６．２クルーは、２０２６年ＪＡＦ国内競技運転者許可証Ｂ以上の所持者でなければならない。 

２６．３クルーは、参加申し込み締め切り時点において、本競技会に有効な運転免許を取得している
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こと。 

第２７条 参加受理 

２７．１正式参加受理後の参加料及び参加申込書類は、オーガナイザーの都合で競技会を中止した場

合を除き返還しない。 

２７．２オーガナイザーは、国内競技規則４−１９に従って、エントリーを拒否する権利を有する。

この場合、参加料は事務手続き費用として１件につき１，０００円を差し引き返還する。 

２７．３選手権クラスの参加受理諾否はエントリーリストを発行することで受理書に換える。 

第２８条 参加者に対する指示及び公示（公式通知等） 

本競技会は電子掲示板（Sportity）を公式掲示板として採用する。 

２８．１競技会審査委員会は国内競技規則４−９および１０−１０に従って、公式通知をもって参加

者に指示を与えることが出来る。 

２８．２オーガナイザーは本特別規則書に記載されていない競技運営に関する指示事項を、公式通知

等によって指示することができる。 

第２９条 サービスとサービスパークについて 

２９．１サービス申請が提出されたクルーについては競技車両+１台分のスペースを確保する。 

２９．２別途公開されるサービスパーク配置図に記載されたエリア以外の駐車は出来ない。 

２９．３指定のあったエリア内で完結できるように来場車両の調整を行うこと。 

なお、指定場所以外の駐車や通行証の使用にあたり不正が発覚した場合は、審査委員会の判断によ

り失格を上限としたペナルティとなる場合がある。 

第３０条 ドライバーズブリーフィング 

TGRRC クラスは開会式およびブリーフィングを指定の時刻と場所で実施する。 

選手権クラスは公式掲示板に資料添付のみとし、ブリーフィングは実施しない。質問がある場合は速

やかに競技長またはＣＲＯに申し出ること。 

第３１条 燃料および電気等の補給 

競技中はオーガナイザーが指定した場所以外での燃料補給・充電は認められない。燃料補給充電中は

エンジンを停止するとともに、クルーは車外で待機するか、車内で待機する場合は安全ベルトを外し

ていなければならない。 

第３２条 リタイヤ 

３２．１競技会の途中で競技を棄権する場合、また以降の競技に出場しない場合はその旨を書面にて

競技役員に申し出て棄権しなければならない。 

３２．２競技から離脱した場合は速やかに CRO へ連絡後、最寄りの競技役員にリタイヤ届を提出す

ること。提出が困難な場合は電話等の手段で競技会ＨＱに連絡すること。 

３２．３リタイヤ又は失格となった場合は、直ちにゼッケン、ラリー競技会之証及びその他の競技会
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関係貼付物を取り除くこと。 

第３３条 競技結果 

競技結果は、スペシャルステージで記録された所要時間とロードセクション、その他で課せられたペ

ナルティタイムを合計して決定する。 

第３４条 抗議等 

３４．１参加者は、自分が不当に処遇されていると判断した場合、国内競技規則第１２条に従い、抗

議する権利を有する。ただし、自分の参加拒否ならびに競技会審査委員会の判定に対する抗議はでき

ない。 

３４．２競技会審査委員会の裁定は、抗議者に宣告される。 

３４．３エンクワイアリーシートに対する回答に納得がいかず抗議する場合は、抗議料１件につき５

３，３００円を添え、文書により競技長に提出するものとする。抗議料は、その抗議が正当と裁定さ

れた場合のみ返還される。 

３４．４タイムカードに関する異議申し立てはその場で直ちに行い、現場の責任者の判定を最終とし、

これに対する抗議は受付けない。 

３４．5 抗議が正当と裁定されなかった場合、必要経費は（作業料、運搬費用等）全てを抗議者が負

担するものとする。 

３４．6 競技に関する抗議はフィニッシュ後３０分以内、成績に対する抗議は暫定結果発表後３０分

以内にしなければならない、競技会技術委員長の決定に関する抗議は、決定直後に提出しなければな

らない。 

第３5 条 競技会の成立、延期、中止、または短縮 

３５．１保安上、または不可抗力による事情が生じた場合は、審査委員会の決定によって競技会

の開催を中止、延期、又はコースの短縮を行うことがある。又、中止・再競技の場合の日時は公

式通知をもって公表する。 

３５．２競技の進行が、すべての参加者に対して不可能、又は著しい障害になったとき、又は他

に及ぼす影響等で競技の続行ができなくなった場合、審査委員会の決定によって、打ち切り、及

び特定区間の中断がなされる。その場合コース上の競技役員によって指示、又は対策を指示する。 

３５．３競技が打ち切りになった場合の成績は、競技打ち切り時点におけるものとする。 

第３6 条 罰則（タイムペナルティを含む） 

ラリー競技開催規定別添５：スペシャルステージラリーに適用される罰則に則り、該当する事が競技

長によって認められた場合は、競技会審査委員会の裁定により罰則が適用となる。また、競技中「失

格」と裁定された参加者は、それ以降の競技続行は出来ないものとする。なお、成績発表後に於いて

も「失格」の適用を受ける事がある。 
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第３7 条 本統一規則の施行ならびに記載されていない事項 

３7．１本規則は本競技会に適用されるもので、参加受付と同時に有効となる。 

３7．２競技会中に本統一規則及び競技に関する諸規則（公式通知）の解釈についての疑義が生じ

た場合は競技会審査委員会が決定する。 

３7．３本規則書発行後、ＪＡＦにより発表された公示は、すべての規則に優先する。 

３7．４その他の事項についてはＪＡＦ国内競技規則とその細則、及びＦＩＡ国際モータースポー

ツ競技規則とその付則、2026 年日本ラリー選手権規定、ラリー競技開催規定、ＪＭＲＣ九州ラリー

統一規則書ならびに TOYOTA GAZOO Racing Rally Challenge ２０２６シリーズ規則書に準拠する。 

 

「第３８回ＦＭＳＣマウンテンラリー２０２６」大会組織委員会 
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細則１ アイテナリー    

選手権クラス.             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

TGRRC クラス.          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

12 

 

細則２ スペシャルステージカウントダウンシステム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このシステムが故障した場合は、クルーに十分聞こえる声で「３０秒前—１５秒前—１０秒前—５—４

−３−２—１」の順にカウントダウンを行う。 

 

細則３ ゼッケン等の添付場所 

・選手権クラスゼッケンは「YOKOHAMA」３枚をボンネット、左右フロントドアに添付すること 

・TGRRC クラスについては、TRRC2026 シリーズ規則書に準ずる 

・ラリー競技会之証は、左リアガラスに添付すること 

細則４ サービスパーク及びＨＱレイアウト図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

細則５ ＣＲＯ連絡先及び行動スケジュール 

ＣＲＯ     早田  卓（そうだ たかし）     連絡先   090-3602-2343 

６月１3 日（土）  

10：00～16：00   ＨＱおよびサービスパーク（受付・車検） 

16：00～                HQ 

６月１4 日（日） 

6：30～  9：00   ＨＱおよびサービスパーク 

HQ 

出入り口封鎖 

EV 充電施設 

WC 

開会式 

サービス 

パーク 
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9：00～               開会式/セレモニアルスタート 

10：00～       ＨＱ  

 

細則６ スーパースペシャルステージ 

本ラリーはスペシャルステージ４をＦＩＡレジョナルラリー競技規則第５１．２条を適用したスーパ

ースペシャルステージ（SSS）とする。スタートは原則１分間隔とし、前走車のフィニッシュが確認で

きない場合は、オフィシャルの指示によりスタートを遅らせる場合がある。  

また、コース上に競技車が停止した場合は、オフィシャルによって停止車をコース外へ排除後、安全

を確認した上でスタートを再開する。オフィシャルによって排除された停止車のクルーには、３分のス

テージタイムを与える。この場合、該当クルーはステージを完了したものとみなされ、次のステージへ

進む事ができる。なお、走行が不可能の場合にはリタイヤとなる。 

 

SSS におけるペナルティ規定として下記内容を追加する。 

1. スタート・フィニッシュラインに設置しているパイロンへの接触は、1 個につき 5 秒のペナルティ

とする。 

2. コース上に設置しているウォータードラムへの接触は、当初の位置から動かない場合（修正が必要

ない場合）はペナルティをとらない。ただし、修正が必要なレベルでの移動または転倒があった場

合はミスコースとして扱う。 

3. ミスコースをした場合は、本 SS のクラス内最遅タイム＋10 秒を与えるものとする。 


